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基礎科⽬
外国語
科⽬

教養科⽬
家政学部
共通科⽬

基礎科⽬
選択科⽬

社会・環境と健康
⼈体の構造と機能
及び疾病の成り⽴

ち
⾷べ物と健康

基礎栄養学
応⽤栄養学

臨床栄養学
給⾷経営
管理論

公衆栄養学 栄養教諭論
栄養教諭
教職科⽬

表中の⿊字は科⽬名／⾚字はカテゴリー名

1

2

3

4

1.専⾨的知識および技術を統合し、個⼈や集
団の栄養・健康状態や特性を総合的に理解
し、栄養・⾷事管理が実践できる。
2.健全な発育・発達。健康の維持・増進。疾
病の発症予防・重症化予防。治療に携わり健
康寿命の延伸に貢献できる。
3.栄養学研究の成果を応⽤・活⽤するととも
に、実践の場において栄養学の発展と実践の
質の向上に寄与できる。

DP1:知識および技能 DP2：思考⼒・判断⼒・表現⼒等

家政学部 ⾷物学科 管理栄養⼠専攻

1.栄養学の専⾨的知識および技術を活⽤し、課題に対して必要な情
報を収集・選択し、科学的視点を持って論理的に判断できる。
2.⼈々の⽣活背景や価値観を尊重し、豊かな⼈間性を持って、適切
な情報発信により、健康的な⾷⽣活の意思決定を⽀援できる。
3.国内外の社会的ニーズに対応し、栄養の専⾨職として役割を果た
し、社会や組織を変えることに貢献し、社会的認知を⾼めることが
できる。

DP3：主体性を持って多様な⼈々と協働して学ぶ態度

1.栄養・⾷事管理を必要とする⼈々に関わる関係者の役割を理解
し、協調性を持って連携・協働することができる。
2.社会経済状況や⾷環境の変化などを理解し、栄養・⾷に関する課
題解決に向けた⽅策を考え、地域における⼈・組織のネットワーク
づくりを担うことができる。
3.栄養・⾷事管理を中⼼とした栄養の専⾨職として、⽣涯を通して
⾃律的に学び続けることができる。

⾷物学科管理栄養⼠専攻は、以下の要件や能⼒を⾝につけ、所定の単位を修得した学⽣には、卒業を認定し、学資の学位を授与しま
す。

大妻

教養講座

女性と

キャンパス

ライフ

リテラシー

キャリア

外国語

英語ⅠB

英語ⅠA

国際理解

地域文化

人間と文化

社会と生活

自然と科学

スポーツ

家族関係論

被服学概論

児童学概論

環境科学概論

家庭経営学概論

住居学概論

ライフデザイン学概

論

化学Ⅱ

化学Ⅰ

基礎生物学

食文化論

スポーツ科学論

栄養・健康情報論

食品微生物学実験

セルフメディケーション

概論

スポーツ栄養論実習

スポーツ栄養論

機能性食品学

調理科学実験

食品微生物学

管理栄養士演習・管理栄養士総合演習

卒業論文Ⅰ・卒業論文Ⅱ

食物学演習

臨地実習Ⅰ・Ⅱ

臨地実習指導

社会福祉論 栄養生化学

公衆衛生学Ⅱ 生化学Ⅱ

疾病の成り立ちⅡ

栄養代謝実習

生化学Ⅰ

生化学実験

実践統計学

公衆衛生学Ⅰ

疾病の成り立ちⅠ

生理学

人体構造機能論実験

生活環境実験 人体構造機能論

調理科学

食事設計論実習 栄養学実験

食品化学実験 食事摂取基準論

食安全学実験 応用栄養科学

食安全学 基礎栄養学Ⅱ

基礎調理学実習Ⅱ

食品化学

食品学実験 基礎栄養学Ⅰ

食品学

基礎調理学実習Ⅰ

ライフステージ栄養学

ライフステージ栄養学実習

臨床栄養指導論 給食経営管理実習Ⅱ 公衆栄養学Ⅱ 栄養教育論実習Ⅱ

臨床栄養学Ⅱ 給食経営管理実習Ⅰ 公衆栄養学実習 栄養教育論Ⅱ

臨床栄養学実習Ⅱ 給食経営管理論Ⅱ 公衆栄養学Ⅰ

病態栄養学Ⅱ 給食経営管理論Ⅰ カウンセリング論

臨床栄養学実習Ⅰ 栄養教育論実習Ⅰ

病態栄養学Ⅰ 栄養教育論Ⅰ

臨床栄養学Ⅰ

DP1〜3
DP1〜3

DP1〜3

教職入門

教育課程論

教育相談

教育心理学

教育原理

教育制度要説

学校栄養教諭論Ⅱ

教育の方法と技術

学校栄養教諭論Ⅰ

生徒指導論

道徳教育要説

特別活動要説

教職実践演習

栄養教育実習

管理栄養士概論Ⅰ

管理栄養士概論Ⅱ


